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１．八千代町人口ビジョンについて 

（１）八千代町人口ビジョンの改訂について               
 

 平成 28 年（2016）３月に策定した八千代町人口ビジョンは、平成 22 年（2010）

国勢調査を基礎として人口の推計を行っています。そのため、平成 27 年（2015）

国勢調査人口による確認を行い、反映させていくことが必要になっています。 

また、平成 30 年（2018）３月に、国立社会保障・人口問題研究所から「日本の

地域別将来推計人口（以下、「社人研推計」という。）」が公表されました。 

この社人研推計では、平成 27 年（2015）国勢調査を基に、平成 27 年（2015）

から令和 27 年（2045）までの 30 年間（５年ごと）の将来人口が示されており、

令和 27 年（2045）の本町の人口は、14,875 人と推計されています。 

平成 25 年（2013）に公表された社人研推計と比較すると、令和 22 年（2040）

時点での推計人口では、17,633 人から 16,225 人と 1,408 人減となっています。 

このことから、改めて当町の人口の現状を把握するとともに、人口に関する認識と

今後の目指すべき将来の方向を共有し、さらなる対応を考えていく必要があります。 

なお、八千代町人口ビジョンの将来展望と、八千代町第６次総合計画における人口

の将来展望は関連があることから、今回の改訂にあたっては、八千代町第６次総合計

画と整合を図っていくものとします。 

 

（２）人口ビジョンの位置づけ                           
 

 八千代町人口ビジョンは、本町における人口の現状分析を行い、今後の人口の変化

が町の将来に与える影響を検証し、人口減少問題に対する認識を共有するとともに、

本町の目指すべき将来の方向を示すことを目的としています。 

 

（３）対象期間                            

 

八千代町人口ビジョンの対象期間は、国の長期ビジョン及び茨城県の人口ビジョン

を踏まえ、対象期間を令和 42 年（2060）までとします。 
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【出典】茨城県常住人口調査 

２．八千代町の人口動向について 

（１）総人口                             

  

八千代町の人口は、平成７年（1995）をピークに減少傾向にあり、平成 27 年

（2015）の国勢調査では 22,021 人となっています。 

 また、社人研が示した「日本の将来別将来推計（平成 30 年（2018）3 月推計）」

では、令和 22 年（2040）は 16,225 人、令和 42 年（2060）は 11,242 人と、

より一層の人口減少が進む予測となっています。 

 

（２）社会動態                            

 

 転出者数と転入者数からみた社会動態では、近年は社会減が続くなかで、平成 24

年（2012）と平成 29 年（2017）で社会増に転じたものの、平成 30 年（2018）

には、再び社会減になっています。 

 また、直近５か年の転出者数と転入者数の差は、平均で▲78 人／年であり、社会

減となっています。 

 

〈 転出者数及び転入者数の推移 〉 
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【出典】茨城県常住人口調査 

（３）自然動態                            

 

 出生数と死亡数からみた自然動態では、出生数は、令和元年（2019）は 128 人

であり、近年の 10 年間で最も出生数の多かった平成 23 年（2011）や平成 25 年

（2013）に比べて、26.9％（47 人）減少しています。 

一方、死亡数は、近年 10 年間の平均が 275 人となっています。 

直近５か年の出生数と死亡数の差は、平均で▲134 人／年であり、自然減が続い

ています。 

 

〈 出生数、死亡数の推移 〉 
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【出典】国勢調査。国立社会保障・人口問題研究所（日本の地域別将来推計値） 

（４）年齢３層区分別人口                       

  

年齢３層区分別人口においては、平成７年（1995）から平成２７年（2015）の

20 年間で年少人口（０～14 歳人口）が 1,736 人、生産年齢人口（15～64 歳人

口）が 2,685 人減少する一方で、老年人口（65 歳以上人口）が 1,434 人増加して

います。 

高齢化率は、年々高くなっており、平成 27 年（2015）の 26.6％に対し、令和

22 年（2040）には 37.1％になると推計されています。 

 

〈 年齢 3 層区分別人口の推移と将来推計 〉 
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〈 年齢 3 層区分別人口比の推移と将来推計 〉
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３．人口の将来展望について 

  

人口減少傾向は今後も進行し、このままでは、地域経済の縮小、社会保障の負担増

等の弊害が発生し、本町の衰退につながる可能性は否定できません。 

地域の活力が失われる人口減少に歯止めをかけるためには、出生数と転入者数を増

加し、転出者数の抑制を図る必要があります。 

 人口減少問題を克服するため、本町の特性を活かした、働きたい・働きやすい就業

環境の整備や雇用の促進を図るとともに、住み続けられる環境づくりや若い世代の移

住・定住の促進、結婚・出産・子育てに関わる様々な支援の強化などを推進します。 

 こうした施策の展開により、令和 22 年（2040）で 18,500 人程度、令和 42

年（2060）には、17,200 人程度の人口維持を目指します。 
 

 

〈 八千代町の将来人口展望 〉 
 

 

 

 



                                             

 

18.1%

34.7%

20.3%

15.8%

10.6%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住みよい

（回答数＝179）

まあ住みよい

（回答数＝343）

どちらともいえない

（回答数＝201）

やや住みにくい

（回答数＝156）

住みにくい

（回答数＝105）

無回答

（回答数＝4）

37.2%

26.7%

12.2%

6.7%

15.1%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ずっと住み続けたい

（回答数＝368）

どちらかといえば住み続けたい

（回答数＝264）

どちらかといえば住み続けたくない

（回答数＝121）

住み続けたくない

（回答数＝66）

わからない、考えたことはない

（回答数＝149）

無回答

（回答数＝20）

※参考 町民の意識 

  第２期八千代町まち・ひと・しごと創生総合戦略及び八千代町第６次総合計画の策定、

都市計画マスタープランを改定するにあたり、住民意識調査を実施しました。 

  また、町内小・中学校に通う児童生徒や幼稚園や保育園に通う児童の保護者を対象と

したアンケート調査を実施しました。 

  調査結果の概要は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【八千代町はあなたにとって住みよいまちだと思いますか。】 

【あなたは、今後とも八千代町に住み続けたいと思いますか。】 



                                             

 

59.0%

5.7%

8.7%

8.5%

11.0%

20.4%

6.7%

16.9%

31.0%

4.6%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境の良さ

（回答数＝583）

歴史や伝統などの文化性

（回答数＝56）

買い物などの生活の利便性

（回答数＝86）

スポーツや文化活動などの

コミュニティ活動の充実度（回答数＝84）

学校や公園などの

公共サービスの充実度（回答数＝109）

上下水道、ごみ収集などの

公共サービスの充実度（回答数＝202）

医療や福祉などの水準

（回答数＝66）

防災、犯罪などの水準

（回答数＝167）

特にない

（回答数＝306）

その他

（回答数＝45）

無回答

（回答数＝49）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢化社会への対応として、どのようなことに力を入れていくべきだと思

いますか。】※複数回答 

【八千代町の誇りや自慢できるものは何ですか。】※複数回答 

16.4%

15.9%

30.5%

5.3%

10.2%

21.7%

10.4%

25.9%

40.2%

1.1%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

高齢者の生きがい対策の充実（生涯学習や

社会参加への支援など） （回答数＝162）

健康づくりや介護予防等の推進

（回答数＝157）

医療体制の充実

（回答数＝301）

子どもと高齢者の交流機会の確保充実

（回答数＝52）

地域の助け合いなど、地域福祉の充実

（回答数＝101）

福祉・介護施設の整備充実

（回答数＝214）

ホームヘルパーなど、

福祉関係の人材育成 （回答数＝103）

在宅で介護している家族等への支援

（回答数＝256）

福祉バスや福祉タクシーなど、

公共交通の整備充実 （回答数＝397）

その他

（回答数＝11）

無回答

（回答数＝47）



                                             

 

 

 

 

 

12.0%

22.3%

42.0%

4.8%

18.7%

18.9%

7.7%

38.1%

2.7%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保育園などの保育施設充実

（回答数＝119）

保育サービスの拡充（延長保育・

一時保育の充実など） （回答数＝220）

子育てへの経済的支援

（回答数＝415）

幼稚園と保育園など関係機関の

連携強化 （回答数＝47）

地域で子育てを支援する体制づくり

（育児相談や預かり保育など） （回答数＝185）

結婚相談など支援体制の充実

（回答数＝187）

男女共同参画社会の促進（子育てや家事・

仕事の役割分担など） （回答数＝76）

移住・交流事業の推進（若者が

戻ってくるまちづくり） （回答数＝376）

その他

（回答数＝27）

無回答

（回答数＝64）
 

 

 

 

46.5%

29.3%

9.4%

20.2%

17.3%

13.3%

5.4%

1.8%

4.1%

17.1%

12.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てにお金がかかりすぎる

（回答数＝459）

仕事に支障がでる

（回答数＝289）

子育てを手伝ってくれる

親族がいない（回答数＝93）

子どもを預けられる

場所がない （回答数＝200）

出産や子育てに関する

情報が少ない （回答数＝171）

心理的・肉体的に子育てが負担

（回答数＝131）

家族と意見が合わない

（回答数＝53）

家族が子育てに非協力的

（回答数＝18）

その他

（回答数＝41）

特にない

（回答数＝169）

無回答

（回答数＝125）
 

【少子化への対策として、どのようなことに力を入れていくべきだと思いま

すか。】※複数回答 

【八千代町で子育てをするにあたっての心配事は何ですか。】※複数回答 


